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従来は放射光を当てて既存の底面冷却ミラーの表面形状をシャックハルトマン法を用い

て測定してきたが測定方法が確立したことに伴い VUV-SX ミラーの最適な冷却方式を検討

すべく新規ミラーを製作するとことした。新規ミラーでは以下の特徴を有している 
 
・ 側面冷却を採用した 
・ 放射光が当たる面と冷却面との距離が異なる 2 つのミラーを真空を破ることなく測

定することが可能である 
・ 外部からミラーの角度等を駆動できることができる 
・ ねじの押し付けによりミラー側面と冷却板を接触させているためねじのトルクの違

いによる測定が可能である 
・ ミラー側面と冷却板間の金属箔の種類の違いや有無等の測定が可能である 

 
これによりある程度の熱接触を図りつつミラー表面に歪が生じないようなトルクの大き

さやミラー側面と冷却板の金属箔の種類や有無の違い等によるミラー表面形状の測定が

可能となり、有限要素法 ansys を用いての解析結果と測定結果を比較することで最適な

ミラー冷却方式を検討し今後のミラー冷却に役立てる予定である。 
ポスターではなぜ上記のミラー冷却方式を採用したか、ミラーの概要、シャックハルト

マン法の概念、測定結果等を発表する。 


